
70

40 会計 01

86 款 06

項 01

目 01

A

県

手数料外

●農業委員　19名（第6期 H29.8.1～R2.7.31）（第7期 R2.8.1～）　　 （報酬7,888,800円）

●農地の権利移動についての許認可や農地転用の業務を中心とした農地行政を行った。

●12回の総会を開催し以下の案件を法律に定められた規定により審議、決定した。

●農地利用最適化推進委員　36名（第6期 H29.8.1～R2.7.31）（第7期 R2.8.1～）　

（報酬11,985,600円）

●農地利用の最適化のため、担当区域において農地利用状況・意向調査を実施した。

●農地の有効活用のため、出し手と受け手の調整を行った。

　　　・受給権者数　　311人（令和3年3月31日現在）

決算事項別明細書 P87

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 農業委員会

事業進捗度 － 農業委員会費

当 初 予 算 額 26,741,000 円

目
的

地域農業の構造改革の推進。担い手対策。
実態に応じた農業振興対策を行う。

予 算 現 額 25,696,000 円

決 算 額

中事業 行政経営の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業委員会費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

人件費コスト  B 3.0人役 21,123,000 円 総事業費　　A+B 45,450,168 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

24,327,168 円

財
源
内
訳

国・県支出金 2,474,520 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 623,253 円

一 般 財 源 21,229,395 円

【農業委員会運営事務】 23,745,068円 2,474,520円 0円 41,153円 21,229,395円

一般財源

3 条 賃 借 権 移 転 0 0

3 条 使 用 貸 借 権 設 定 0 0

3 条 所 有 権 移 転 45 726

3 条 賃 借 権 設 定 0 0

申請件名 件数 面積（ａ）

非 農 地 証 明 18 322

18 条 解 約 40 1,154

5 条 市 街 化 区 域 内 転 用 27 133

5 条 市 街 化 調 整 区 域 内 転 用 22 166

4 条 市 街 化 区 域 内 転 用 7 26

4 条 市 街 化 調 整 区 域 内 転 用 8 41

●農業者年金業務委託を独立行政法人農業者年金基金と締結し加入対象者への制度の周知・普及、受給者の
現況届・各種届事務等を実施し農業者年金制度を通じ農業者の老後の生活安定に寄与した。

【農業者年金運営事務】 582,100円 0円 0円 582,100円 0円

農 業 経 営 基 盤 強 化 利 用 集 積 等 1,251 14,419

農 地 の 売 買 に 係 る あ っ せ ん 等 0 0
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農業経営基盤強化資金の利子補給を行った。

● 島根県市町村農林水産業振興対策協議会負担金

● その他推進事業（需用費、委託料）

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 農業総務費

当 初 予 算 額 1,662,000 円

目
的

各種団体、協議会等との連絡調整及び情報
収集を行う。

予 算 現 額 1,611,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業総務費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

人件費コスト  B 1.4人役 9,857,400 円 総事業費　　A+B 11,385,172 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

1,527,772 円

財
源
内
訳

国・県支出金 43,678 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,484,094 円

  比田いきいき交流館の管理運営により、地産地消の推進と地域情報の発信、地域の活性化と地域産業の振興を
図った。

【比田いきいき交流館指定管理】 1,000,000円 0円 0円 0円 1,000,000円

一般財源

【農業総務事業】 241,588円 0円 0円 0円 241,588円

【制度資金利子補給事業】 87,356円 43,678円 0円 0円 43,678円

0円 198,828円

島根県農業信用基金協会債務保証強化事業損失補填契約書に基づき、島根県農業信用基金協会に対し損失補填を
行った。

113,500円

128,088円

【島根県農業信用基金協会債務保証強化事業】 198,828円 0円 0円
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決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 120,385,000 円

目
的

農業関係機関、団体との連携によって推進
体制の整備を行い、集落組織、認定農業者
及び新規就農者を将来に向けた地域の農業
担い手として位置づけ、生産性の向上及び
農産物の生産振興を行う。

予 算 現 額 136,909,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業振興費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

人件費コスト  B 4.0人役 28,164,000 円 総事業費　　A+B 94,954,714 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

66,790,714 円

財
源
内
訳

国・県支出金 33,936,517 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,322,077 円

一 般 財 源 25,532,120 円

【安来農林振興協議会負担金】 6,488,000円 0円 0円 5,000,000円 1,488,000円

一般財源

　安来市農業の維持及び発展のため、関係機関が一体となって急激に変化する農林業情勢に対応しつつ、必要な取
り組みを実践的に行った。

【農業用廃プラスチック適正処理負担金】 828,464円 0円 0円 0円 828,464円

花きの需要喚起イベント 就農BOOK作成

　農業用廃プラスチックの排出量は、施設園芸等の普及により増大しており、健全な生産環境の保全を図るため廃
プラスチックの処理について、関係機関が連携協力して適正処理を推進した。

事業名称 交付対象面積（a) 交付金額(円)

地域集積協力金交付事業 3,631 6,061,000

【農地中間管理事業】 10,585,171円 7,997,500円 0円 2,322,077円 265,594円

　農地中間管理機構からの業務を受託し、農地の集団化、経営規模の拡大、農業への新規参入を促進することによ
り、農業経営の安定化を図った。

18,050,062円

経営転換協力金交付事業 1,291 1,936,500

【地域おこし協力隊事業】 18,050,062円 0円 0円 0円

　地域おこし協力隊員を募集し、やすぎ農業サポートセンター支援（農業活性化支援）、宇賀荘ひがし地区、比田
地区の農業活性化支援を実施し、協力隊員による地域課題の解決に向けた地域おこし活動を行った。



リースハウス（いちご）

やすぎ農業サポートセンター 宇賀荘地区 比田地区

【新型コロナウイルス感染症対策農業収益向上事業】 1,770,000円 1,770,000円 0円 0円

事業内容（事業主体ごと） 区分 事業費 県補助金

スピードスプレイヤー 自営就農 2,846,800 948,000

【新規就農者整備支援事業】 9,662,000円 9,662,000円 0円 0円 0円

0円

【中核的な経営体を目指す自営就農者確保対策事業】 12,250,000円 7,350,000円 0円 0円 4,900,000円

密苗用田植機 ラジコン草刈機

　新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けつつも経営を継続している農業者の生産回復・拡大に必要な
機械・設備の導入、非接触型販売手法等の導入及び販路拡大に向けた取組について支援を行った。（申請件数7件）
　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業

　農業用リースハウス等のリース又は賃貸により担い手の初期投資の軽減を図るため、補助金を交付し、販売額の
増加を目指す地域や産地を支える中心的な経営体の育成を図った。
補助率：県1/3＋市2/9＋JA1/9、事業費：12,250,000円（うち補助金額7,350,000円）
ハウス整備棟数：借受者3名、ハウス3棟

　自営就農又は経営継承により就農する新規就農者が農業経営を開始する場合に必要な施設等の整備費を支援して
初期投資の軽減を図った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:円)

連棟ハウスの谷樋・外張りの改修 経営継承 8,690,000 2,633,000

計 29,785,800 9,662,000

パイプハウス、管理機、収穫機、調整機・選別機 自営就農 12,017,500 4,005,000

田植機、乾燥調製施設（籾摺機、米選機） 経営継承 511,500 170,000

パイプハウス 自営就農 4,840,000 1,613,000

パイプハウス 自営就農 880,000 293,000



(単位:円)

(単位:円)

補強資材導入

　豪雨・台風・大雪等の災害から被害を守るため、農業用ハウスの補強を実施する経費及び講習会等を開催する経
費に対し補助を行った。

事業内容 区分 事業費 県補助金

畝立機、パイプハウス 集落営農法人 6,798,000 2,039,000

スピードスプレイヤー パイプハウス（いちご） 管理機（白ネギ）

【中核的経営体への発展に向けた経営体育成支援事業】 6,587,000円 6,587,000円 0円 0円 0円

　農産物の販売金額1,000万円以上の中核的な農業経営体の確保・育成と農産物の生産拡大を目的として、経営拡大
に必要な機械・施設整備に対して補助金を交付し、推進を図った。

【農業用ハウス強靱化緊急対策事業】 570,017円 570,017円 0円 0円 0円

計 23,474,000 6,587,000

コンバイン 個人経営体 9,207,000 2,511,000

草刈用ミニバックホー 集落営農法人 7,469,000 2,037,000

草刈用ミニバックホーコンバイン畝立機

成果指標 目標値 実績値 差引

集落営農組織数（組織） 62 63 1

②既存のハウスへの被害防止対策 1,116,034 558,017

計 1,128,034 570,017

事業内容 事業費 国補助金

①被害防止技術講習会等の開催 12,000 12,000

講習会
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使用料

　○農業人材投資事業（経営開始型）（県10/10）※就農時年齢50歳以上　　年額720千円×1名=720千円

　●経営開始型（国10/10） 夫婦就農（夫婦通年）　2,250,000円×3組＝6,750,000円

夫婦就農（1人通年、1人半年）　1,875,000×1組＝1,875,000円

夫婦就農（夫婦半年）　1,125,000円×1組＝1,125,000円

その他　　1,500,000円×6名＝9,000,000円

・安来市東赤江町福井地区（新規就農者用住宅）設計・建築工事　1棟　事業費10,300,000円

※翌年度繰越額16,914,000円

・令和3年度建築予定地 下坂田地区造成工事　　　　　　　　　　1式　事業費 2,735,700円

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 新規就農円滑化対策事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

33,078,317 円

財
源
内
訳

国・県支出金 19,470,000 円

地　方　債 13,000,000 円

そ　の　他 275,017 円

一 般 財 源 333,300 円

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 52,138,000 円

目
的

農業後継者の高齢化・担い手不足などの課
題解消のために、新規就農者を育成する。

予 算 現 額 51,744,000 円

決 算 額

【新規就農研修事業】 27,383円 0円 0円 27,383円 0円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 40,119,317 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

　新規就農研修滞在施設の維持管理を行い、研修制度の充実を図ることにより担い手の確保育成を推進した。

【新規就農者総合対策事業費補助金】 720,000円 720,000円 0円 0円

【新規就農研修滞在施設維持管理事業】 247,634円 0円 0円 247,634円 0円

  UIターン希望者、後継就農者等を対象に1年間、指導農業士の圃場を中心に農業の実地研修を行い、農業技術及び
農業経営力の習得支援を行った。

【就農・定住パッケージ事業】 13,333,300円 0円 13,000,000円 0円 333,300円

　就農5年目までの新規就農者に対して、経営安定のため150万円/年（夫婦225万円/年）を給付した。

　　※就農時年齢50歳未満

0円

 市の就農モデルに基づいて兼業により農業を開始するUIターン者に対して、研修経費及び定住・就農後の運転資金
等の助成を行う。また、国事業の給付対象が50歳未満であるため、就農時年齢50歳以上の者に対して県の就農給付
金の給付を行った。

【農業次世代人材投資事業費補助金】 18,750,000円 18,750,000円 0円 0円 0円

就農者定住促進賃貸住宅（累計）（棟） 8 7 △1

　UIターンによる新規就農及び地域定住の促進を図るため、就農者向けに福井地区に定住住宅を1棟整備を行った。
また、下坂田地区については令和3年度建築に向け造成工事を実施した。

成果指標 目標値 実績値 差引

認定新規就農者（累計）（人） 24 25 1

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所
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就農者定住促進賃貸住宅（清井1号）

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 新規就農円滑化対策事業費

決算事項別明細書 P87

当 初 予 算 額 0 円

目
的

農業後継者の高齢化・担い手不足などの課
題解消のために、新規就農者を育成する。

予 算 現 額 15,840,000 円

決 算 額 15,840,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 17,952,300 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 11,800,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 4,040,000 円

　UIターンによる新規就農及び地域定住の促進を図るため、新規就農者の受入を積極的に行っている清井町に、就
農者向けに定住住宅を整備した。

【就農・定住パッケージ事業】 15,840,000円 0円 11,800,000円 0円 4,040,000円

一般財源
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県1/4

・協定数及び農家数 ・交付金額（基本分）

・加算措置

単価

6円

3円

3円

3円

決算事項別明細書 P87

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中山間地域等直接支払事業費

125,384,420 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 43,801,530 円

当 初 予 算 額 173,486,000 円

目
的

農業がもたらす多面的機能の維持のため、
農業の生産条件が不利な中山間地域におけ
る農業生産活動を支援する。予 算 現 額 169,226,000 円

決 算 額 169,185,950 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【中山間地域等直接支払交付金交付事業】 165,737,956円 124,303,420円 0円 0円 41,434,536円

一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 176,226,950 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【中山間地域等直接支払交付金推進事業】 3,447,994円 1,081,000円 0円 0円 2,366,994円

134,366,615円

基礎単価協定（8割） 20 168 国負担額 67,183,299円

　●要件等

・対象者　　　　集落等を単位とする協定を締結し、5年間農業生産活動等を継続する農業者等
・対象農用地　　農振法に定める農用地区域内に存する農用地で、急傾斜及び緩傾斜の一団の農用地
・体制整備単価　令和4年度までに集落戦略を作成すると、体制整備単価が適用。
※集落戦略とは、協定農用地の将来像並びに、協定農用地を含む集落全体の将来像、課題、対策について、協定参
加者で話合いを行いながら作成する集落全体の指針。

　●令和2年度実績

区　　分
集落協定 交付対象面積 8,220,227㎡

集落数 参加者数 交付額計

　中山間地域等において、農業生産活動等の継続により農地を保全し、洪水防止や水源かん養、美しい農村景観の
提供など農地の多面的機能の維持・確保と持続可能な農業生産体制の整備を目的に、協定を締結した集落等に交付
金を交付する国の制度（平成12年度から実施）。
　令和2年度は第5期対策の初年度であり、協定参加者の減少や高齢化、担い手不足といった中山間地域等が抱える
課題に対し、農業生産活動の継続に向けたより前向きな取組への支援を強化するため、「集落機能強化加算」、
「生産性向上加算」を新設するとともに、「集落協定広域化加算」を拡充され、取り組みやすい制度となるよう見
直しが行われ、各集落によって協定に基づいた農地の維持管理、農業が有する多面的活動の取組みが実施された。

集落協定広域化 914,724㎡ 2,628,762円

集落機能強化 4,308,134㎡ 9,064,091円

加算区分 対象面積 交付額計

超急傾斜 887,880㎡ 4,834,690円

体制整備単価協定（10割） 56 972 県負担額 33,591,646円

計 76 1,140 市負担額 33,591,670円

生産性向上 5,276,935㎡ 14,843,798円

計 31,371,341円

集落機能強化加算の取り組み（高齢者支援）
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県

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 経営所得安定対策直接支払推進事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

17,383,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 12,383,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 5,000,000 円

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 17,383,000 円

目
的

関係機関との連携により、米の需給調整及
び経営所得安定対策直接支払推進事業の円
滑な推進を図る。予 算 現 額 17,383,000 円

決 算 額

【経営所得安定対策直接支払推進事業】 17,383,000円 12,383,000円 0円 0円 5,000,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.4人役 2,816,400 円 総事業費　　A+B 20,199,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

　安来地域農業再生協議会において、経営所得安定対策直接支払制度の普及推進活動や交付申請等にかかる事務を
集落生産調整委員に依頼しながら円滑な事務を実施した。
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A

頭

頭

　

【鳥獣被害防止対策協議会補助金】

決算事項別明細書 P87

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 有害鳥獣駆除事業費

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 25,778,004 円

当 初 予 算 額 18,044,000 円

目
的

鳥獣被害対策と有害鳥獣の捕獲を行い、農
作物の被害の軽減を図る。

予 算 現 額 26,455,000 円

決 算 額 25,778,004 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【農作物獣被害防止対策事業】 7,404,800円 0円 0円 0円 7,404,800円

一般財源

人件費コスト  B 0.8人役 5,632,800 円 総事業費　　A+B 31,410,804 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

爆音機
（基）

1,509 10,183 1,320 12,023 55

　防護柵等の購入費用の1/2以内の額を補助し、個人、営農組織等の自己防衛対策を支援した。

（補助実績） トタン
（枚）

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ
（枚）

防護網
（ｍ）

支柱
（本）

電気牧柵
（基）

11,980,000円

  猟友会の行うイノシシ等の捕獲について補助を行い、捕獲の促進を図った。

（捕獲実績） イノシシ 1,195

シカ 3

8

【有害鳥獣捕獲事業】 11,980,000円 0円 0円 0円

　安来市猟友会、ＪＡ、東部農業共済及び県・市等関係機関で組織する鳥獣被害防止対策協議会に対して、国交付
金と併せ、捕獲活動支援（捕獲機材の整備等）に係る経費の補助を行った。

【その他事業】 2,432,204円 0円 0円 0円 2,432,204円

　野鳥における鳥インフルエンザ等の鳥獣伝染病の対応に係る野生鳥獣の死骸の回収・処分について業務委託及び
市民からの駆除依頼対応業務の委託料

1,000,000円 0円 0円 0円 1,000,000円

【鳥獣対応関係委託料】 2,961,000円 0円 0円 0円 2,961,000円

　会計年度任用職員報酬・手当・共済費、鳥獣被害対策実施隊の出動報酬等

成果指標 目標値 実績値 差引

有害鳥獣（イノシシ）駆除頭数（頭） 1,000 1,195 195
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国1/2
県1/4

　　●支援対象となる取組(化学肥料･化学合成農薬を慣行栽培から5割以上低減する取組みとの組み合わせ)

　　　有機農業、堆肥の施用、カバークロップ（緑肥）の作付け、冬期湛水管理　等

　　●交付単価（10ａあたり）

　　●令和２年度実績

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 環境保全型農業直接支払事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

3,444,587 円

財
源
内
訳

国・県支出金 2,576,040 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 868,547 円

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 7,800,000 円

目
的

環境保全に効果の高い営農活動を推進し、
農業分野において地球温暖化防止や生物多
様性に貢献する。予 算 現 額 3,445,000 円

決 算 額

【環境保全型農業直接支払事業】 3,444,587円 2,576,040円 0円 0円 868,547円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 5,556,887 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

有機農業 12,000円

堆肥の施用 4,400円

カバークロップ 6,000円

対象取組 単価

　平成23年度からスタートした支援対策であり、地球温暖化防止、生物多様性保全等に効果の高い営農活動に取り
組む農業者に対し交付金を交付した。

堆肥の施用 893a 196,460円 98,230円 98,230円 392,920円

国1/2 県1/4 市1/4 交付額

有機農業 1,053a 631,800円 315,900円 315,900円 1,263,600円

冬期湛水（畦補強・堆肥施用） 8,000円

冬期湛水（湛水のみ） 4,000円

取組区分 対象面積

冬期湛水（湛水のみ） 1,192a 238,400円 119,200円 119,200円 476,800円

冬期湛水（畦補強・堆肥施用） 120a 48,000円 24,000円 24,000円 96,000円

カバークロップ 2,009a 602,700円 301,350円 301,350円 1,205,400円

合計 5,267a 1,717,360円 858,680円 858,680円 3,434,720円
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県定額

基金

　新型コロナウイルス感染症の流行により島根県種畜共進会及び島根中央子牛共進会は中止となった。

● 安来地区出品対策協議会負担金

● しまね和牛生産振興事業繁殖雌牛更新対策対策事業補助金　 （補助率：県10/10）

6/26巡回 12/1巡回

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 畜産業費

当 初 予 算 額 10,890,000 円

目
的

畜産振興対策事業や耕畜連携稲わら集草事
業等によりブランド化を推進するとともに
畜産経営対策を行い、もって畜産振興を図
る。

予 算 現 額 6,928,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 畜産業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

人件費コスト  B 0.9人役 6,336,900 円 総事業費　　A+B 12,665,777 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

6,328,877 円

財
源
内
訳

国・県支出金 300,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 400,000 円

一 般 財 源 5,628,877 円

【家畜衛生事業（畜舎消毒）負担金】 100,577円 0円 0円 0円 100,577円

【島根県畜産共進会出品奨励費】 0円 0円 0円 0円 0円

一般財源

　・優良牛保留導入事業　（1頭100,000円以内）　31頭　2,100,000円
　　　優良牛の保留導入を促進させ、ブランドの確立を図った。
　・優良牛選抜検定事業　（1頭2,000円以内） 2,106頭    200,000円
　　　乳用種牛の牛群検定を行い、乳質の改善・向上を図った。
　・優秀精液導入事業（1本7,500円以内）　     207本    280,000円
　　　優良牛の優秀精液の導入を行い、牛の改良・増殖を図った。
　・生産団体育成事業（1団体200,000円以内）　 4団体  　600,000円
　　　生産団体の研修活動等を支援し技術力・生産力の向上を促しブランド化促進につなげた。
　・受精卵移植推進事業（１回20,000円以内）　　50本　　250,000円
　　　受精卵の移植を推進する事により経営の向上と生産拡大を図った。

【耕畜連携稲わら集草事業補助金】 1,978,900円 0円 0円 0円 1,978,900円

【畜産振興対策事業補助金】 3,430,000円 0円 0円 0円 3,430,000円

　畜舎消毒を実施し、家畜の損害防止及び地域の環境衛生を図った。

519,400円

　新型コロナウイルス感染症の流行により、令和2年に宮崎県で開催予定であった第15回全日本ホルスタイン共進会
は中止となった。全日本ホルスタイン共進会の次回開催は未定である。令和4年に鹿児島県で開催される第12回全国
和牛能力共進会にむけて関係機関と連携し負担金を基に支援を実施した。

300,000円

　しまね和牛の産地拡大のため、繁殖雌牛の更新および増頭により改良の進んだ雌牛への世代交代を促進し、その
事業を実施する経費に対し、補助金を交付した。　　増頭150,000円/1頭　×2頭

　安全かつ良質な国産稲わら・WCSを収集・梱包し、粗飼料として畜産農家へ供給した。
稲わら20,000円/1ha×82.27ha　　WCS10,000円/1ha×33.38ha

【全共・全ホル共進会事業】 819,400円 300,000円 0円 400,000円 119,400円
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農業生産基盤の整備及び施設（水利）の維持修繕を行った。

各種土地改良関係負担金及び農林漁業資金元利償還金を支出した。

　　　●維持管理費

　　　●材料費

　　　●島根県土地改良事業団体連合会負担金

　　　●事業負担金

　　　●土地改良区運営負担金

　　　●農林漁業資金元利償還金

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農地費

決算事項別明細書 P89

当 初 予 算 額 52,353,000 円

目
的

生産性の高い農業条件整備を図る。

予 算 現 額 52,374,000 円

決 算 額 51,843,848 円

財
源
内
訳

国・県支出金

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 58,884,848 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

1,412,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 50,431,848 円

806,000 円

3,852,671 円

【農地費】 51,843,848円 1,412,000円 0円 0円 50,431,848円

一般財源

10,904,950 円

7,300,000 円

28,132,334 円

51,843,848 円

847,893 円

上坂田水路修繕 宇波滝下地内水路修繕

切抜水門修繕 植田分水ゲート巻上機修繕
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過疎外

県営事業で農業生産基盤整備を行うことにより、生産コストの低減、流通体制の整備が見込め、地域農業の

活性化を図った。

●大塚地区農地整備事業 区画整理工 0.4ha 暗渠排水、道路工 1式

補償費、換地費 1式

●大塚地区農地整備事業（委託分） 市道拡幅 1式

●安田地区農地整備事業 換地費 1式

●吉田地区農地整備事業 区画整理工 17.0ha 補償費、換地費 1式

●宇賀荘第三地区農地整備事業 区画整理工 13.6ha 幹線排水工 1式

補償費、換地費 1式

●宇賀荘第三地区農地整備事業（委託分） 市道拡幅 1式

●下山佐地区農地中間管理機構関連農地整備事業 実施設計、補償費、換地費 1式

●大郷地区農村地域防災減災事業 道路工、橋梁工 1式

●安来地区農地耕作条件改善事業（ｽﾏｰﾄ農業） 調査設計費 1式

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 103,168,000 円

目
的

農業生産基盤の整備を推進するとともに組
織的農業体系の構築を図る。

予 算 現 額 187,647,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 県営農業農村整備事業負担金費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

人件費コスト  B 1.5人役 10,561,500 円 総事業費　　A+B 198,207,300 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

187,645,800 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 186,900,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 745,800 円

5,250,000 円

16,720,000 円

【県営農業農村整備事業負担金費】 187,645,800円 0円 186,900,000円 0円 745,800円

一般財源

21,000,000 円

507,500 円

21,430,000 円

33,500,000 円

70,988,300 円

5,250,000 円

13,000,000 円

大塚地区 安田地区

吉田地区 宇賀荘第三地区

成果指標 目標値 実績値 差引

ほ場整備率 60.2% 61.3% 1.1%
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A

使用料

交通体系に即した農道維持により地域社会の生活環境の改善、利便性向上を図るため草刈等を行った。

　●維持管理費

　●材料費

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農道維持費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

6,702,805 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 327,339 円

一 般 財 源 6,375,466 円

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 7,124,000 円

目
的

幹線農道の維持管理を図る。

予 算 現 額 7,124,000 円

決 算 額

【農道維持費】 6,702,805円 0円 0円 327,339円 6,375,466円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,408,200 円 総事業費　　A+B 8,111,005 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

6,303,503 円

399,302 円

安能農道除草業務 宮下農道除草業務

笹刈農道除草業務 清井農道除草業務
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A

使用料

出雲織・のき白鳥の里及び、なかうみ農村公園の維持管理を行った。

　●維持管理費

　●施設管理委託料

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 2,103,000 円

目
的

地域交流拠点施設を整備することにより、
市民の憩いの場としての利用価値を高め
る。予 算 現 額 2,207,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農村公園管理費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 2,611,780 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

1,907,680 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 628,500 円

一 般 財 源 1,279,180 円

720,824 円

1,186,856 円

【農村公園管理費】 1,907,680円 0円 0円 628,500円 1,279,180円

一般財源

出雲織・のき白鳥の里剪定 出雲織・のき白鳥の里剪定
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A

県

　●管理体制整備負担金

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 国営造成施設管理体制整備促進事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

3,519,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 2,619,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 900,000 円

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 3,519,000 円

目
的

営農者の維持管理費の負担軽減を図り営農
意欲を高める。

予 算 現 額 3,519,000 円

決 算 額

【国営造成施設管理体制整備促進事業費】 3,519,000円 2,619,000円 0円 0円 900,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 4,223,100 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

　補助事業を活用し、中海干拓地安来工区で設置された基幹施設（排水機場等）の維持管理費の負担軽減を図っ
た。

3,519,000 円

１号加圧機場　漏水修理

中海干拓クリーンアップ作戦



40

10 会計 01

52 款 06

項 01

目 05

A

県

（防災減災対策）】

　老朽化したため池 2箇所（堤谷ため池、金堀谷ため池）の廃止事業を行った。又、洪水調整等適切に管理する

　ため池 1箇所（大木ため池）の補修事業を行った。

　●設計委託料

　●工事請負費

※翌年度繰越額

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 23,600,000 円

目
的

計画的に農業施設（水路、ため池等）の整
備改善を図る。

予 算 現 額 29,000,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 土地改良事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

人件費コスト  B 1.0人役 7,041,000 円 総事業費　　A+B 20,519,300 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

13,478,300 円

財
源
内
訳

国・県支出金 13,304,180 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 174,120 円

5,250,300 円

8,228,000 円

【農業水路等長寿命化・防災減災事業 13,478,300円 13,304,180円 0円 0円 174,120円

一般財源

15,521,000 円



【繰越明許】
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目 05

A

県

（防災減災対策）】

　老朽化したため池 3箇所（高広ため池、伏見堤、長廻ため池）の廃止事業を行った。

　●工事請負費

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 土地改良事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

14,296,700 円

財
源
内
訳

国・県支出金 13,270,400 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,026,300 円

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

計画的に農業施設（水路、ため池等）の整
備改善を図る。

予 算 現 額 14,298,000 円

決 算 額

【農業水路等長寿命化・防災減災事業 14,296,700円 13,270,400円 0円 0円 1,026,300円

一般財源

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 14,296,700 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

14,296,700 円

伏見堤廃止工事高広ため池廃止工事

長廻ため池廃止工事
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A

　飯梨川沿岸の農業水利施設（水路、樋門、頭首工等）の修繕、維持管理を行った。

　●維持管理費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 2,888,000 円

目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により安
定的な用水の供給を図る。

予 算 現 額 2,888,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 飯梨川沿岸水路整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

荒島樋水門修繕 別石樋取水口土砂撤去

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 3,562,672 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

2,858,572 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,858,572 円

2,858,752 円

【飯梨川沿岸水路整備事業費】 2,858,572円 0円 0円 0円 2,858,572円

一般財源

洞貫川古川地区除草業務 飯梨川右岸幹線上坂田地区除草業務
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中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（農業集落排水事業） 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課

339,582,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 339,582,000 円

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 359,889,000 円

目
的

特別会計繰出金費（農業集落排水事業）

予 算 現 額 344,615,000 円

決 算 額

【特別会計繰出金費（農業集落排水事業）】 339,582,000円 0円 0円 0円 339,582,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 339,582,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（簡易排水事業）

決算事項別明細書 P89

当 初 予 算 額 6,106,000 円

目
的

特別会計繰出金費（簡易排水事業）

予 算 現 額 6,156,000 円

決 算 額 6,056,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 6,056,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 6,056,000 円

【特別会計繰出金費（簡易排水事業）】 6,056,000円 0円 0円 0円 6,056,000円

一般財源
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決算事項別明細書 P89

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事業）

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 7,542,000 円

当 初 予 算 額 8,231,000 円

目
的

特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事
業）

予 算 現 額 8,142,000 円

決 算 額 7,542,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事業）】 7,542,000円 0円 0円 0円 7,542,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 7,542,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他
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　伯太川沿岸の農業水利施設（水路、樋門、頭首工等）の修繕、維持管理を行った。

　●維持管理費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 伯太川沿岸水路整備事業費

決算事項別明細書 P89

当 初 予 算 額 624,000 円

目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により安
定的な用水の供給を図る。

予 算 現 額 624,000 円

決 算 額 614,043 円

財
源
内
訳

国・県支出金

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 1,318,143 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 614,043 円

614,043 円

【伯太川沿岸水路整備事業費】 614,043円 0円 0円 0円 614,043円

一般財源

宮内町地内水路維持修繕 城山堰漏水修繕
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諸収入

　農業が本来有する自然循環機能を持続・増進させるため、地域の農業者だけでなく、地域住民も含めた多様

な主体の参画を得て、資源の適切な保全管理を行うとともに、農村環境の保全等にも役立つ地域共同の効果の

高い取り組みを促進し、共同作業を通して地域コミュニティ力の向上につなげた。

　●多面的機能支払交付金事業負担金

　●賃金、需用費等

　●負担割合 　●実施状況（R2年度末現在）

国：1/2、県：1/4、市：1/4 協定組織数：100組織（2,382ha）

農地維持支払交付金：99組織（2,380ha）

資源向上支払交付金（共同）：75組織（2,028ha）

資源向上支払交付金（長寿命化）：65組織（1,593ha)

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 多面的機能支払交付金事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 農業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

170,743,444 円

財
源
内
訳

国・県支出金 127,260,860 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 5,969 円

一 般 財 源 43,476,615 円

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 176,635,000 円

目
的

地域共同による農用地、農業用施設等の地
域資源及び農村環境の保全並びに農業用施
設等の長寿命化を図る。予 算 現 額 170,769,000 円

決 算 額

【多面的機能支払交付金事業】 170,743,444円 127,260,860円 0円 5,969円 43,476,615円

一般財源

人件費コスト  B 1.8人役 12,673,800 円 総事業費　　A+B 183,417,244 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

167,283,814 円

3,459,630 円

農地維持活動（草刈り） 農地維持活動（泥上げ）

共同活動（景観形成：植栽） 長寿命化活動（水路の更新）
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過疎

　コウヨウザン新植支援　　　 申請件数10件　　植栽面積2.35ha(4,700本)、下刈面積1.22ha

　森林施業に利用する作業道について、今年度は大雨や積雪等の影響による修繕は生じなかった。

　市産材木材搬出経費等に対する助成を行った。 市産材木材搬出実績 2,307.352㎥×1,000円/㎥

決算事項別明細書 P89

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 林業振興費

0 円

地　方　債 3,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 3,809,152 円

当 初 予 算 額 9,693,000 円

目
的

地域の特性にあわせた施策の実施により地
域林業の振興を図る。

予 算 現 額 9,693,000 円

決 算 額 6,809,152 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【早生樹新植支援事業】 111,000円 0円 0円 0円 111,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.1人役 7,745,100 円 総事業費　　A+B 14,554,252 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【みどりの担い手確保緊急対策事業】 3,000,000円 0円 3,000,000円 0円 0円

【作業道補修改良事業】 0円 0円 0円 0円 0円

【支障木等維持管理事業】 417,800円 0円 0円 0円 417,800円

【林業活性化事業】 2,307,352円 0円 0円 0円 2,307,352円

　林業労働者の担い手確保のため、作業員就労条件整備事業、新規参入促進対策事業等のメニューに合わせ、補助
金を交付した。

成果指標 目標値 実績値 差引

新規林業従事者数累計（人） 3 3 0

　森林GIS保守管理、竹粉砕機貸出業務ほか各種協議会等負担金

　農林振興課が所管する十神山、ハーモニータウン汐彩後山において、支障木の伐採や雑草の草刈りなどの維持管
理を行った。

【その他事業】 973,000円 0円 0円 0円 973,000円
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　（新たな森林管理システム推進業務内容）

　　●再委託設計書等の作成 ●経営管理権集積計画（案）及び実施権配分計画（案）の作成

　　●森林資源調査、境界調査　　　等

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 1,884,000 円

目
的

森林経営管理法に基づく業務を実施するほ
か、人材育成・担い手確保、木材利用の促
進や普及啓発等、地域の実情に応じた林
業・木材産業振興を実施し、森林の多面的
機能発揮と林業の成長産業化を図る。

予 算 現 額 3,984,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 森林環境整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 林業費

人件費コスト  B 0.8人役 5,632,800 円 総事業費　　A+B 9,616,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

3,983,200 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 3,983,200 円

　（一社）島根県森林協会（森林経営推進センター）へ森林経営管理制度にかかる業務の一部を委託。伯太町高江
寸次地内3.34haの山林の配分計画を策定し、しまね東部森林組合に再委託した。また、広瀬町東比田地内の山林を
新たな候補地として意向調査の実施に向けた基礎調査を行った。

【森林経営管理事業】 1,883,200円 0円 0円 0円 1,883,200円

一般財源

　森林施業の効率化と低コスト化を図るための高性能機械、情報機器等の導入を支援。令和2年度は2事業者に対
し、森林施業のための作業道修繕や土場整備、育苗施設整備について補助を行った。

　　※令和２年度　森林環境譲与税　27,632千円
　　森林環境保全事業費充当残額23,648,800円は、森林環境整備基金に積み立てた。

【森林整備総合支援事業】 2,100,000円 0円 0円 0円 2,100,000円

作業道修繕 土場整備 育苗施設整備
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諸収入外

　島根県林業公社より委託を受けて公社造林地の間伐等を行った。

ha 千円

ha 千円

計 千円

（内訳）

●白椿湖周辺（広瀬町布部）　

円

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 4,669,000 円

目
的

公社分収造林地の適切な保育管理を実施。
また、森林病害虫等で荒れた森林を広葉樹
主体の自然林へ再生整備する。これによっ
て森林の公益的機能の高度発揮を図る。

予 算 現 額 4,669,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 造林整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 林業費

人件費コスト  B 0.4人役 2,816,400 円 総事業費　　A+B 6,495,356 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

3,678,956 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 3,528,180 円

一 般 財 源 150,776 円

保育間伐 10.18 1,903

【分収造林事業】 3,395,700円 0円 0円 3,332,380円 63,320円

一般財源

【ふるさとの森再生事業】 195,800円 0円 0円 195,800円 0円

初回間伐 ２回目間伐（切捨） ２回目間伐（搬出） 合計

面積(ha) 4.24 5.94 3.46 13.64

3,396

搬出間伐 3.46 1493

　公益社団法人いづも財団の寄附金により、森林病害虫被害等により荒れた森林を広葉樹を主体とする健全な自然
林へと再生するための森林整備を実施した。

　普通下刈 0.83ha、天然更新補助 0.15ha 195,800

ふるさとの森再生事業　現場写真

【その他事業】　需用費（消耗品費） 87,456円 0円 0円 0円 87,456円
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県

分担金外

・除伐 6.61 ha （広瀬町西比田、広瀬町西谷）

【荒廃林等整備基金協定事業】

・植栽 1.98 ha （広瀬町下山佐、広瀬町布部）

・下刈 17.82 ha （神庭町ほか10箇所）

【市行造林事業】

・下刈 4.35 ha （広瀬町東比田）

・搬出間伐 0.60 ha （広瀬町布部）

・整理伐 0.20 ha （広瀬町富田）

【早生樹モデル団地事業（市有林整備）】

・整理伐 4.32 ha

6.53 ha

【その他事業】

・市行造林地分収交付金　183,156円 ・再生整備協定基金拠出金　225,000円

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 市行造林費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 林業費

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

19,380,956 円

財
源
内
訳

国・県支出金 15,144,810 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,913,487 円

一 般 財 源 2,322,659 円

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 25,193,000 円

目
的

価値の高い森林の造成を図るとともに、森
林の持つ水源かん養、災害の防止、国土保
全、地球温暖化防止など、多面的公益的機
能の保全を図る。

予 算 現 額 25,193,000 円

決 算 額

【森林整備協定事業】 1,100,000円 934,900円 0円 165,100円 0円

一般財源

人件費コスト  B 0.4人役 2,816,400 円 総事業費　　A+B 22,197,356 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

　斐伊川流域6市町と斐伊川流域林業活性化センターで締結している荒廃林等再生整備基金協定に基づき、森林所有
者と個別協定を締結した荒廃林(13箇所)に対して、伐採跡地の植栽及び保育事業(下刈)を行った。

4,331,800円 2,930,780円 0円 354,481円 1,046,539円

6,006,000円 4,969,250円 0円 780,750円 256,000円

　松江市・土地所有者・安来市の三者による森林整備協定に基づき、協定林の除伐を行った。

　市有林整備の一環として、72haの市有林(坊床団地)に複数年に渡り、雑木の伐採と早生樹(コウヨウザン)の植栽
を計画。令和2年度は4.32haの範囲で整理伐を行い、伐採跡地への新植を行った。

・新植

408,156円 0円 0円 183,156円 225,000円

　保育施業適期を迎えた市行造林地において、下刈と搬出間伐等を行った。また、分収造林地にて主伐(収穫事業)
を行い、必要経費を除いた収益残を土地所有者と分収(市6/10、所有者4/10)した。

7,535,000円 6,309,880円 0円 430,000円 795,120円

（早生樹モデル事業 整理伐風景）（下刈作業風景） （新植作業風景）
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国1/2
県1/4

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 9,000,000 円

目
的

計画的かつ一体的な森林施業を通じた適切
な森林整備を推進し、森林の有する多面的
機能の発揮を図る。予 算 現 額 9,000,000 円

決 算 額

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 森林整備地域活動支援事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 林業費

人件費コスト  B 0.3人役 2,112,300 円 総事業費　　A+B 11,112,300 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

9,000,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 6,750,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,250,000 円

　宇賀荘町、清井町、清瀬町、門生町、伯太町安田地内（200ha）において、しまね東部森林組合が実施した森林境
界の明確化事業に対して、国1/2・県1/4・市1/4の割合で交付金を交付した。

【森林整備地域活動支援事業】 9,000,000円 6,750,000円 0円 0円 2,250,000円

一般財源

境界確認の様子
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使用料

　林道維持により林業施設としての機能維持と、集落間を結ぶ集落道としての利便性向上を図った。

　●手数料

　●委託料

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 林道維持費

決算事項別明細書 P91

当 初 予 算 額 1,040,000 円

目
的

幹線林道の維持管理を図る。

予 算 現 額 1,040,000 円

決 算 額 1,022,500 円

財
源
内
訳

国・県支出金

農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

人件費コスト  B 0.1人役 704,100 円 総事業費　　A+B 1,726,600 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,506 円

一 般 財 源 1,014,994 円

236,000 円

786,500 円

【林道維持費】 1,022,500円 0円 0円 7,506円 1,014,994円

一般財源

林道鍛冶屋谷線他道路除草業務 林道高木線森木線道路除草業務
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　中海におけるサルボウ貝の資源調査を委託し、より優良な稚貝の安定確保を図った。

●委託先

　中海漁業協同組合

●事業主体

　中海漁業協同組合（安来地区、赤江地区、島田地区、荒島地区）

●実施内容

　養殖施設整備（養殖かご、アンカーほか）

●補助率

　1/2以内

●サルボウ貝出荷量の推移

(kg)

H26

H27

H28

H29

H30

R1

R2

　　サルボウ貝養殖作業

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 水産業振興費 農林水産業費

事業開始年度 令和2年度 水産業費

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

996,250 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 996,250 円

事業進捗度 － 水産業振興費

当 初 予 算 額 1,000,000 円

目
的

水産業の振興、漁業所得の向上及び安定
化、漁村地域を活性化し将来にわたる漁業
の持続的な発展を目指す。予 算 現 額 1,000,000 円

決 算 額

【養殖調査委託事業】 236,250円 0円 0円 0円 236,250円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,408,200 円 総事業費　　A+B 2,404,450 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【養殖施設整備事業補助金】 760,000円 0円 0円 0円 760,000円

5,183 2,077

8,215 4,718

7,343 3,963

4,600 350

7,200 1,200

7,194 3,652

　中海の天然資源であるサルボウ貝の養殖に必要な施設整備に要する経費を支援することにより、漁獲量の拡大及
び中海漁業の再生を図った。

年度
  中海漁業協同組合の出荷量

うち安来市内

2,700 350


